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＜連絡事項＞
・第10回　院内研修を下記の日程で実施します。
　日時：　3月　20日（火）、21日（水）17:30～18:30
　場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
　テーマ：｢交通安全と勤務中における交通事故について｣
　講師： 紅谷TOL
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　美江様～10:00療養環境変更目的にて東Bユニット2号室→南Aユニット123号室へ転出となっている。
・櫻井　紀子様～SWより情報提供あり。弟の倉成様に連絡をとり、本人の住所について確認を行っており、現在もむつ市に住所を置いているとのこと。今後、サービス等の調整を行っていくうえで住所を近くに置くことを提案し、「サービスが調整しやすいのであればその様にします。」との返答頂く。住所を変更した際には病院に連絡いただきたい事を伝え、了解されている。後日連絡が来る予定となる。
・木田　博暢様～本日排便-6日目にて窪田Drへ報告しGE浣腸60ml 1本処方となる。又、不眠時のIF不眠時のIFオーダーとしてゾピクロン(7.5)1T内服の指示とゾピクロン(7.5)1T　10回分処方となる。
・澤田　キエ様～本日排便-9日目にて窪田Drへ報告しGE浣腸60ml 1本処方となる。
・松本　好子様～便秘時IFオーダーのセンナリドが残数無い為、窪田Drへ報告し5回分処方となる。
・澤口　利香様～コーヒーは許可となっているが、食後等本人が希望の際には、スタッフが作るようにし、本人を詰所内に入れないように統一した対応を行う事とする。
＜隔離患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。要求頻回さはあるが、指示的口調・妄想発言は目立たず。時にスタッフの対応が遅い事に対して怒鳴る事あり。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・吉田　レイ子様～朝食1/4のみ、昼食不食。疎通は良好(小声で返答あり)。自排尿は確認出来ている。排便-6日目にて便秘時IFオーダーとしてシンラック液適宜内服の指示とシンラック液1本処方となる。
・織笠　キヌエ様～本日8:30体温38.3℃、酸素飽和濃度89～94％にて窪田Drへ報告しインフルエンザテスト施行指示あり。指示のインフルエンザテスト施行し結果陰性。以後体温37.5℃、酸素飽和濃度90％台前半で経過。クーリングし経過観察している。痰絡みあり、吸引施行し白色の粘稠痰引かれる。朝食は無理させず、不食となっているが、茶寒天等ゼリー類や水分は摂取出来ている。昼食は各食1/2摂取。窪田Drへインフルエンザテストの結果と本人の状態報告し経過観察の指示となる。13:00深澤Drへ報告し点滴2本処方となる。又、明朝採血(貧血セット・BNP)・明日胸部レントゲン・便潜血検査の指示あり。
・小笠原　久年様～午前声掛けにてOTに参加され、最後まで取り組まれている。妄想発言や不穏さは無い。余暇は自室にて臥床し過ごす事多い。
・大久保　すい様～余暇はホール内徘徊している。昼食前に来詰し「昼食抜いておやつ食べます。」と話す事あるが、昼食は拒否無く各食2/3摂取されている。他妄想発言や不穏さは無い。

・向井　敦子様～昼食前より突発的に大声で他者への暴言や独語聞かれ、不機嫌さあり。
・三浦　幹様～深夜帯にて体温37.7℃、自力で動けない様子あり。又、摂食・嚥下困難さあり、朝食不食。窪田Drへ報告し隔絶対応・経過観察の指示。指示にて一時的に東Bユニット1号室→東Dユニット17号室へ移動させ、隔絶対応としていた。10:00体温37.6℃、他バイタルサイン異常無し。依存的な発言多く聞かれる。10:45体温37.0℃台後半の発熱続き、本人より関節痛の訴えも聞かれ始めた為、再度窪田Drへ報告しインフルエンザテスト施行指示あり。インフルエンザテスト施行し結果陰性。結果を報告し、部屋を正式に東Dユニット17号室へ移動とし、隔絶対応は続ける事となっている。13:00深澤Drへ上記報告しPL配合顆粒3P・カロナール(200)6錠　3×毎食後　5日分(本日昼分～1日分と明日朝分～4日分)処方となる。又、本日20:00過ぎ頃に再度インフルエンザテスト施行の指示・発熱時IFオーダーとしてアンヒバ坐薬(200)1ヶ挿肛の指示・点滴2本/日(明日分～9日分)処方が出ている。
・木田　博暢様～食事は介助にてむせ込み無く全量摂取出来ている。13:00深澤Drへ報告し、点滴は本日分より止めとなる。
・澤田　キエ様～食事は介助するも拒否・嘔気強くほぼ不食。体温37.1℃、他バイタルサイン異常無し。点滴トラブル無く施行。
・小舘　晴様～酸素5Lにて酸素飽和濃度低下や呼吸苦は無い。点滴安全管理の為、四肢の拘束行っているが、ベッド上での体動活発に見られる。痰絡みあり、都度吸引施行。明日からの分の点滴(生食100ml+セフトリアキソン2V　4日分と点滴3本/日　9日分)処方となる。
